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(1) 第３回ヒューマンインフラ部会の
議事概要について
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○開催日時 平成１９年５月２４日（木）○開催日時 平成１９年５月２４日（木）

●帆船を活用した海のＰＲについて
・先日、帆船の公開に参加したが、多くの人が来ていた。ＰＲの方法としては、一回限りでなく、継続
して行うことができないのか。裾野を広げるなら年配者を乗せるよりは青少年やその親を乗せて海に興
味をもたせるべきである。
・また、一過性でなく連続した事業とすべきである。例えば船の科学館で親子連れ等の来客に継続して
ＰＲしたり、体験航海も抽選の上で乗せるようにする等工夫が必要。さもないと、一定の年齢に達した
とき船員になろうという人は出てこないのではないか。
・鉄道ファンにはリニア新幹線試乗会の乗車券が抽選制で入手しにくくプレミアになっている。帆船の
乗船についてもどういうアプローチをすれば順番待ちができるほど人気が出るか検討すべきである。
・修学旅行に乗船体験を組み入れてはどうか。東京湾を一周させるだけでも、港湾や工業地帯など一通
り見ることができ関心の醸成になるのではないか。
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●「海のまち」づくりについて
・海のイベントに限らず、他の様々なイベントとの連携を考えるべきである。例えば、川崎でシンポジウ
ムが行われた際、竹芝から水上バスでシンポジウム会場へ行くことができた。イベントと海を結びつける
など、工夫次第で様々な取組ができるのではないか。
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●青少年に対する広報活動の強化
・若年者の海への興味・関心の育成については、長期にならざるをえないので数値化しにくい面がある。
・ 広報活動はやればいいというものではなく、費用対効果を考えるべきである。

・若年者の海の興味・関心の育成については、専門教育の充実・強化・効率化とも同時にみるべきもの
であり、専門教育が国民にどのように受け取られているのかを冷静に考えてみるべきではないか。
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●海事思想の普及について
・海事思想の普及については、現在、官民及び地域等で、様々な取組みを行っているが、イギリスのよう
に、官民挙げて海事思想の普及活動を積極的に行っていることを社会に対しより強くＰＲすることが必要
である。例えば、船員になるためにはどのようにすればよいかについて、広く国民にＰＲする必要がある。
官民挙げた全国キャンペーンをやっているという「イメージ」が現状では不十分なので、今後海事思想の
普及をより積極的に打ち上げていってほしい。
・一般には、個人的に海に恐怖感を持っている人も多い。海は怖いなどのマイナスイメージを払拭させる
ことが大切である。製造業においても、汚い・暑いと思われると若年者が集まらないので気をつけている。
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ことが大切である。製造業においても、汚い・暑いと思われると若年者が集まらないので気をつけている。

●視覚的な海への関心の醸成案
・海や船員に興味をもってもらうために、海や船員をテーマにしたようなドラマ、映画があると志願者
が増えるのではないか。例えば、海猿のように映画・ドラマ化により関心が高まったものもある。
・海への関心を醸成するために、海や船員を対象とするドラマや映画のシナリオ、小説を募集すること
や、低年齢層を対象に紙芝居、絵本、童話を募集することも一案である。
・今治市では、しまなみ海道や海を題材として材料をＮＨＫに提案する等、朝の連続テレビ小説の舞台
に応募している。
・「海の男のギャラリートーク」については、ビデオ化やＤＶＤ化したり、ネット配信するとよい。い
ずれにしても目に訴えるような取組みが大切である。
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●学校教育との連携について
・現在、学校教育では職場体験（インターンシップ）に力を入れているが、船での体験学習を単位とし
て認定するのもよい刺激になるのではないか。
・大学でも実習以外に企業の新入社員の研修に使っていただいている等、練習船を使った取組みを行っ
ている。但し、システムだったものではなくバラバラであり、中央のコーディネートが必要。また、海
事思想の普及は数値目標化はできないが、神戸大学には附属の小・中学校がありこれから高校もできる。
そして大学においても他学部の学生がおり、これらの一般の学生に乗船をさせたりしているので長期的
にフォローアップ調査を行うことはできると思う。
・海の日は祝日であるが、学校教育では祝日をいかに活用するかという観点は大きいので、祝日の意味
を考える等様々な取組みが可能である。また、このような取組みは、単発ではなく連続でやっていくべ
きであろう。
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●人材の確保・育成策との一体性に係るシステム作りについて
・海洋基本法でも国家戦略の中に人材育成が位置づけられているが、現在「システム性」が欠けている。
システム作りをする上で、ターゲットとして何を達成すればよいのかがわからなければ、どのようなシ
ステムをつくらなければならないかも見えてこない。構築したシステムの結果が目標に達しているのか、
達していなければどう改善するのかを考えていくことが大切である。これは、企業もそうであるし、新
しい政策を考える際もそうであろうと思う。例えば、韓国は物流を国家プロジェクトとして重視してい
ると聞いているが、ＣＯＥ（センターオブエクセレンス）については目標値を定め、７０％を業界へ就
職させるという数値目標がある。施策の目標が数値化されていないと、どこまでやれば十分なのか見え
ない。何らかのターゲットを設定すべきではないか。
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●その他
・若い人が船に乗るとき、船長・機関長に近い将来なることができるという思いが若い人の意欲につな
がるので、海技資格については安全性は確保しなければならないが、容易に海技資格がとれ、若い間に
船長・機関長になれるような抜本的な見直しも必要である。一般大学・高校の卒業生を対象に、ドラス
ティックな見通しとして早いうちに船長・機関長になれるよう、環境整備として資格制度、乗船履歴等
の見直しに取り組むべきである。
・海技資格の取得の容易化は結構なことだが、この他にも講習の無料化、奨学金等、卒業したあとの経
済的フォローも大切。また、資格試験の回数の増加など、質を下げずに資格がとりやすいスキーム作り
も大切である。
・国として５５００人という目標を示しているが、どうやって実現していくのか。例えば、イギリスに
は船員の所得税の減免措置がある。若い人を誘導するには、船員優遇税制の検討も必要である。
・海洋基本法が制定されたことを受け、内航船員の育成についても支援策を充実してほしい。
・上級者が外国人の場合、技術の伝承がうまくいかず、船員のキャリアアップに支障をきたし、若手日
本人船員の離職を早めている要因になっている。一度入れた船員を確実にキャリアアップさせる仕組み
が重要である。
・航海の安全、船内職場環境等様々なメリットがあるため、海上ブロードバンドの環境整備も若者を海
へ引きつける上で重要。
・今回、事務局より提示された施策の方向性には概ね賛成である。多くの一般の国民にも理解いただき
ながら、船員の確保を進めていくことが大切である。
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●報道の影響について
・新聞等での報道は、若年層に大きな影響を与える。例えば、大学での入試前に、日本人船員はいらな
いという報道がなされ、応募が激減したことがあった。しかし、実際は、経済的な理由（外国人船員と
の比較）の問題で、正しい情報とはいえないものだった。間違ったＰＲをすると小規模な業界であるだ
けに、大変な影響があるので、正しい情報を流してほしい。
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○開催日時 平成１９年６月８日（金）○開催日時 平成１９年６月８日（金）

＜委員、臨時委員＞（五十音順 敬称略）
杉山武彦、松田英三、浅野正一郎、赤塚宏一、太田和博、河野真理子、鈴木邦雄、南部鶴彦、藤澤洋二、
桝本晃章、山口公生、渡文明
＜オブザーバー＞
（社）日本物流団体連合会中田理事長、（社）日本貿易会佐藤理事（企画グループ担当）、（社）日本
造船工業会寺門企画部部長

＜委員、臨時委員＞（五十音順 敬称略）
杉山武彦、松田英三、浅野正一郎、赤塚宏一、太田和博、河野真理子、鈴木邦雄、南部鶴彦、藤澤洋二、
桝本晃章、山口公生、渡文明
＜オブザーバー＞
（社）日本物流団体連合会中田理事長、（社）日本貿易会佐藤理事（企画グループ担当）、（社）日本
造船工業会寺門企画部部長

●日本籍船・日本人船員の確保と邦船社の国際競争力の強化のバランスについて
・トン数標準税制はエネルギーの安定供給に資するものであり、その早期導入を支持する。日本籍船・
日本人船員の増加も必要ではあるが、便宜置籍船も日本籍船と同一の安全レベルを有すれば、コスト
面においては優位であるので、日本籍船・日本人船員の増加が外航海運事業者にとって過度の負担と
ならないよう、経済性とのバランスを考慮した制度設計を検討してほしい。

・トン数標準税制の導入理由の一つは、邦船社の国際競争力の強化のためである。一方で、日本籍
船・日本人船員の確保の必要性が世の中にも強く意識され始めたからこそ、それがトン数標準税制導入
の追い風にもなっていると言える。しかしながら、後者に重きを置き過ぎると、産業界にとって過度の
義務負担となり、国際競争力を低下させてしまうおそれがある。２つの目的のバランスを取ることが大
事であり、これを適切に整理すべく議論を重ねていく必要がある。
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●日本人船員の増加について
・日本籍船・日本人船員の増加については、海運業界として目標に向けて努力する所存。日本人船員

については、日本籍船の増加ほど容易ではないが、１０年間で約１．５倍にすることを努力目標とし
て、長期的に対応したい。
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●自国人船員についての諸外国との比較
・ナショナルセキュリティーの観点等から一定規模の日本人船員は必要。供給サイドの船員の確保・育

成策が様々検討されていることはよくわかるが、日本人船員が激減した背景にある需要サイドの事情
はよくわからない。デンマークやドイツに比べて自国人船員の雇用数が少ないように思われるが何故
か。

・船員税制等の影響もあろうが、プラザ合意後の円高による雇用コストの差が大きい。日本人船員の
価格競争力が弱い。

・デンマーク、ノルウェー、イギリス等の政府関係者によると、自国人船員は減少してきたと言うが、
これらの国の船社に言わせると、船員に興味を持つ若者は不足していないとのこと。日本と欧米と差
は 船員教育・船員のセカンドキャリアの魅力の差によるものではないかと思う。
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●承認船員制度の運用見直しについて
・承認船員制度の運用見直しは必要な措置だと考える。但し、外国人船長・機関長の承認試験を適

切に実施するほか、日本の法令等に関する講習をしっかり実施してほしい。
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